
ディボーション質問表 3 月 7 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。   １．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ ２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？ ３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？ その事を誰かに分かち合ってみませんか。   8 日（月）テサロニケ人への手紙第二 １：１～１２  第二の手紙は、第一の手紙が書かれてから数ヵ月後（５１年頃）にコリントで書かれました。 １．なぜテサロニケの教会では、人々の信仰が目に見えて成長し、相互の愛が増し加わったのでしょうか？ 原則を発見しましょう。  ２．世の中は不公平（正しい者が報われず、不正を行なう者が認められる）あるいは、正直者は馬鹿をみると感じることはありますか？ 神様がすべてを正しく、適切に裁かれるという事実は、あなたにどのような慰めをもたらしますか？  9 日（火）テサロニケ人への手紙第二 ２：１～１７ １．”不法の人”の特徴は何ですか？ 私たちが彼に騙されないために、気をつけるべきことは何でしょうか？  ２．救われる人と救われない人の決定的な違いは何ですか？  10 日（水）テサロニケ人への手紙第二 ３：１～１７ １．テサロニケ教会の問題の一つは、怠け者たちでした（１１節）。 神様が嫌われる怠け（締まりのない歩み方）とは、具体的にどのような生き方でしょうか？  ２．パウロはこの問題を教会（コミュニティ）の中から取り除くべき罪として扱いました。 愛のあるコミュニティを維持するため、あなたにできることは何ですか？  11 日（木）ヤコブの手紙 １：１～１２  イエス様の弟のヤコブが、国外に散っているユダヤ人キリスト者向けに、新約聖書の中でもかなり早い時期に書かれたと考えられています。 １．今、あなたが直面している試練は何ですか？ 試練に会うときに必要なことが書かれています。 その要点を探してみましょう（2～12 節）。  ２．貧しい者がなぜ高い身分なのですか、富んでいる人はなぜ身分が低いのですか？  12 日（金）ヤコブの手紙 １：１３～２７ １．誘惑はどこから、そして最終的にどこへたどり着きますか？ 天の父から何が下るでしょう？  ２．私たちの魂を救う（守る）具体的なアドバイスがあります。 それは何だと言われていますか？ a. 19 節  b. 21 節  c. ２２～２５節  d. ２６、２７節 今のあなたの魂を守る具体的なステップを定め、実行して見ましょう。   13 日（土）ヤコブの手紙 ２：１～２６ １．差別とはどのようなことでしょうか？ 私たちは差別をするのではなく、最高の律法を守る者です。 「最高の律法」とは何だと言われていますか（1～9 節）？  ２．また具体的な行動を考えて実行して見ましょう（14～20 節）。  ３．信仰が義と認められるため、何が必要ですか（２１～２６）？ 


